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Making Fruits Farm Works by Machine 

Yasuji YOSHIDA and Teruo OBA T A 

柑橘植栽作業工程とその内容

植栽作業は，第 1表に示す様な8コの工程と内容から

なりたっているが在来とれらの作業ば，全部人力で行わ

れ，使用する農機具も特殊なものは使用されていない。

最近漸く一部当業者の問で， No.3の作業に小型穴掘機

又はダイナマイト等を利用したり， No.8の作業に動力

噴霧器を使用している様である。然し最も重労働で，尚

主要な作業であるNo.3とNo.6の作業は全然機械化さ

れていないと言って過言でない。筆者が計画した機械化

も従って No.3とNo.61ζ関するものである。

以上の様(ζ配来法と筆者等の機械法との聞の差異を上i七
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No. I 作業工程 l 作業内容

(整 地 i表土均し
有機粗大物配置 i粗大物運搬配置

植穴掘削 1 植付場所の掘削

有機粗大物投入 | 粗大物を植穴に入れる

元肥施用 l肥料の施肥

埋戻し整地|横穴埋め

植 付 け|苗木の運搬，植付け

潅水敷草|

第 2表在来法と機械法との差異

No.1 作業工程|在来法 | 機 械 法

1 I )熊 地|人力 ITD9

2 i粗大有機物の配胃|機械+人力|機械十人力

3 I植 穴 掘 削 l人力(卜小担機枕) ID4 Backhoe 

4 I粗大有機物投入|人 力|人 力

5 I元肥施用|人 力 l人力

6 I埋め戻し整地[人 力 ITD9

7 I植 付 け|人 力[人力十機械

8 I潅水敷草|人力(+機械)I人力十機械

作業工程と内容第 1表
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近時農地造成工事ば，ブルドーザを主とする機械開墾

法で施工される様になり，その結果各地で多くの未墾地

が開発され，立派な農地lこ生れ変りつつある。然も開墾

時間の短縮，開墾費の減額等従来の手開墾l乙比較して，

かなり多くの利誌を資らした。併し未だ聞畑後果樹を植

栽しようとする場合には，関畑後の作業を殆んど人力に

よって行わなければならないために果樹の植栽には尚多

くの経費と時間とを必要とする現状である。開畑後の作

業中最も時間と労力を要する作業は，果樹値裁時lζ重要

な条件とされている植付予定地の深耕民Pち掘削と粗大有

機物の投入及び掘削土の埋め戻し作業である。これ等の

作業は何れも重労働であるため，現状では充分に深耕し

て呆樹を植栽しているとは言い難い。

湯浅農場でもブノレドーザ閥焔後の農地に，本春柑橘の

植裁を実施したが，前述の未機械化の作業を機械化する

様に計画し，深耕作業に D4Backho巴，粗大有機物運般

にトヨペット，埋め戻し作業に TD-9bul1graderを夫

々利用して作業を進めた処略々所期の計間通りに機械化

することができたからその概要について報告する。

湯浅農場の立地条件

農場は，和歌山県有田都湯浅町l乙所衣し，との付近は

有国みかんの産地である。士性は白亜層紀の頁岩を母岩

とする砂質壌土である。

農場の農地造成工事は， 1958年来機械開墾法で，三個

の並列した丘陵の中央丘陵を切り取って，両仮~の谷部を

埋めたてて農地を造成した。造成面積は， 4.6 haであ

る。このうち本年は， 24.6aの柑橘椅裁を実施した。
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農地造成工事断面図

(註〕表中十は併用〔十 )は一部併用

第 1図
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較すれば第2表の通りとなるが，機械化した作業ば，

No. 1， 3， 6であり， No. 2， 4， 6， 7， 8の作業ば，従

来の人力に出来るだけ機械力を併用する様にして実施し

た。

3 湯浅農場に於ける機械化の実績

農場は，前述した如く 1958年来機械関空E法で農地造成

を施工したから， TD-9， D-4の二台のブルドーザ、を所

有していたため， D-4フツレドーザの付属品で掘削とクレ

ン用に利用されている backho巴を米国より輸入して，

D-4 backhoeとして使用する事にした。 ζの他lζ運搬

用ICトヨペット，耕転用lとテーラ一等を使用した。

(a) 使用機械の諸元表

使用機械の主たる諸元表は，第 3表lと示す通りである

が， TD-9， D4は，オーバーホールしたためその際の試

験成績を記した。尚諸元表は，重機械とトヨペットにつ

いて示し，その他の機械は省略した。

(h) 機械化の実績値

柑橘の楠裁は，木表 24.6a2800木を植付けたが， ζ

の植栽作業lζ要した時間及び経費等の実績値は第4表の

illi.りである。尚ζの実績値表lとは，在来法によったもの

については省略した。

第 3表 使用機械類の諸元表
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定 I 1 
11" I 2 
速 I 3 
lえ|後進

ギヤ入換時間

土 工板寸法

土 工板容量1.5m3 0.9m3 

土工板操作型式|油 圧 式 |ケ ーブ ル式

設備重量 10.6ton 7 ton 

ガソリン 0.6ljhr 0.6ljhr 

軽 油 8.5 6 
経 I~ (¥ L 

モ ゃーノレ 0.5 0.6 

ギヤーオイル 0.2 0目2

費|油圧用オイル i O 4 1 O 
l グリス 0.4kgjhr 0.4 kgjhr 

ウエス 0.03kgjhr 0.03 kgjhr 

(註) 各機械の製造会社名は下記の通りである。

TD9 International Harvester Co. LTD 

p4 Backhoe Hyst巴rCo. LTD. 

D4iと同じ

機体重量 I 4070LBS 

スイング角度 2400

掘削深度 13ft

スイング機構 i油 圧 式

最大掘削長 20'.9"

パケット容量 I13.5 CU. ft 

掘削幅 30"

|最大操縦油圧 I 1，800 PSl 

|油圧ポンプ圧 100PSI 

D 4 Catapil1ar Co. LTD. 

TOYOPET トヨタ自動車 kk

第 4表 湯浅農場で の 機 械 化 の 実 績 値

作業工程| 項 白

一7瓦一つi占日玩己瓦示l記)烹南ZF寸JT1TF叩叩r刊IFF;7F円I耐町町可市雨否翠FF戸恥耐同~l河九晴守弘開9A品湾
呼ゐf九賢f円九1tト?|川在献来法配と同叶一で明男 2以人女れ1人川を 1附組で咳実施臥した

両日j弓4B.H.)一同認証i町羽田戸高説FF時在3J-z乱「f長持;rP315~~福山
粗大有機物元肥投入施用| 入力男 l人lとて実施した

示会日干丙 FEFlqpF偏7.専再!町11AFFM43議官心Li戸
| 人力で延 43人(男 36人，女7人)451時間で実施した

古木植付け |l木当り 9.6分間である

一入力モ証函0" 人アi;:. 2Á)τ百万蒔~.~-C実面じ五一 一
潅 水・敷 草|尚運搬lとはトヨペット，給水lとは動噴を使用した
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(j) TD-9による整地

整地作業は， E宮4表iζ示す通りの経費と時間iこて作業

を完了できた。即ち10a当りの整地は， 1110円，約32分

間で完了できる。

TD-9の時間当りの整地能力及び経費は，第6表の示

す通りであるが，との数値は在来の人力による畑地整地

のものと比較して著ーしく安価で且つ短時間にでできる事

を示している。

第 5 表 TD-9による整地 (10a当り〕

作業名|整地 時 間 | 経 費

務地 o町 H 山 O円

第 6 表 TD-9による柊地 (hr当り〉

作業名(整 地 面 積 ( 経 費

柊 地 19a 2，似円

此の場合の TD.9による整地は，運土量は少量である

が後進化て施工しているために通常の走行速度よりの計

算値よりも多くの時間を必要としている。通常は前進第

二速にて施工するから，更に時11"9と経費とを短縮できる

わけで=ある。

( ii ) D4 backhoeによるf屈削

この抑制作業は，夜来スコップを使用しで侃削がなさ

れてきた。最近小型穴掘機又は，ダイナマイト等の併用

で掘削を行う方法も取り入れられているが，あくまでも

掘削作業の一部を行うだけで，殆んどスコップ掘削を主

カベJして行なわれている。筆者等が計画した D4back-

ho巴による機械掘削の実績値は，第4表lζ示した通りで

あるが，その掘削能力は小型掘削機としてはかなり良好

であった。

つまり第7，8表に示す通りであり，掘削作業を実際

に入力で行った結果は，第9，10表に示す如くなる。こ

れ等の数値から人力と機械掘削との能率を 1m3当りに

ついて比較すれば著しくその差が認められる。又掘削時

間についても同機である。此の施工は，幅 1.2m，深さ

1.3mの溝状にて掘削するもので，第4図l乙示す様な状

第 7表 D4Backho巴による掘削 (m3当り〉

作業名丁目両五円 ~ Jt (m3) 

i両l'iu 1. 7 miロ 7酬

第 8表 D4 Backhoeによる掘削 (hr当り〉

作 業 名 掘削量 (hr) I経費 (hr)

拐 35.5m3 '
川
川
川

肖
円 2，548円

13 

第 9 表

作業名 (掘削時間川 i経費 (m3)

柄削 5.28hr 396円

第 10表

記玉瓦~'~0函 ι両
1「日 11i-J|-75日-

況に掘削した。次iごとの掘削作業で，盛土部と切二f-.部と

の作業に於ける能率の差は，盛士部ば，切土部(軟岩Ijil)

の約y4の経費ですみ逆にその能力は4倍を示した。即ち

第11表に示す通りである。

第 11表 D4 Backho巴による抑)'1IJ能力

作業場所l即時1I量(m山)I問時間(h山 3)!九品
盛土部 l 位 18m3 0.9 お 3円

切土部 15.8m3 3.6 153，2円

(註〕盛と部には心土部の軟い部分も合む

切土銘とは，軟岩又は硬岩部をさす，尚硬持部lこ

はダイナマイトを使用したがこの場合は，l;JJ土部

の大約二倍の能力を示した

D4 backhoeによる掘削は，滞状に掘削するためその

後の果樹の生育[と担1・*等の関係からよい条件と芯えられ

るから，在来のスコップ師削による植穴捕りよりも有益

であると考えられた。要するに機械掘削は，時間と経費

の節減と更に果樹の将来の生育lと良き結果をもたらすも

のと考えられる。尚本機は，小型機のため操作も簡単で

あり， D4ブソレドーザの行ける所は殆んど走行可能なた

めを反能力も 25"までは大丈夫であり，従って階段畑等

の深耕機としても，水田の暗渠排水溝掘削にも使用すれ

ば有利ではないかと考える o

(iii) TD-9による埋め戻し整地

乙の作業は， D4 backho巴にて，掘削され投列状に主主

り上げられた土を，掘削溝の rl~へ粗大有機物，元肥等を

投入した後，埋め戻して整地する作業である。との時の

運土距離は 1~2mで，その作業能力は，第 4 表に示

した通りであるが， 10a当りの埋め戻し整地能力は，第

12表に示す通りである。

第12表から 1m3当り 69円であって，人力で行う場合

と比較すればはるかに有利なるのが認められる。尚この

第 12表 TD-9による埋め戻し整地 (10a当り〕

作業者 i霊長言品|経 費|まめ戻主 l経 費

一|一(10号LlCf11/10aU(1ll3/hr).tCIこlj/m32
埋め戻し 1 '2 J...~ " '7IV，rn I '" c _"  I 整地 I1. 3 hr I 2，7∞円 I31.6m31 69円
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機械整地は，人力整地よりも高低が少く平均化されて良

好な整地作業ができるととである。

4 結 果の考案

以上の如く TD-9プノレドーザ， D4 backhoe， トヨペ

ット等を組合せて筆者等が本春の柑橘植裁の機械化を計

画し，実施したがその結果

1 果樹の楠裁に対して，深耕植栽が理想、とされて来

たが，充分な深耕を機械によって腕白IJができるとと

2. 腕削のための時間は，人力と比較してみれば著し

く短縮でき，又経費の節減ができること。(整地，

埋め戻しも同様である。〕

3. 機械によって重作業を行っているために人力によ

るよりも植付時の労働が少人数で済むこと。例えば

当時の場合， 2800本植付けに延 145人で横付完了し

た。

以上の様な利誌を賛らしたが，今後益々機械開墾法が

広く農地造成工事lと採用される傾向にあるが，果樹園開

設時には，前述の様な機械法を実施する事が，今後の果

樹園芸の振興と，農業省力化のために必要であろう。

終りに， ~印教示を頂いた，世耕総長，故榎本農学部長，

backhoe輸入に協力頂いた大倉商事KK並びに農場機

械部，柑橘部職員各位の御協力lと厚く謝意を表します。


